
令和３年 11 月２日 

観光文化スポーツ部 

県内観光事業者の業況聞き取り調査 
 

業種 地域 
10 月入込実績 

（対例年比） 

11 月予約状況 

（対例年比） 
特記事項 

宿泊施設 

村山 ４０ ～１１０％ ３０ ～１００％ 
他県の緊急事態宣言等解除後の影響 

・徐々に良くなっている。首都圏など遠方からも宿泊が入り始めている。（多数） 

・10 月は週末を中心に満室となった。 

・宮城県や岩手県など東北からの 20～30 人規模の団体ツアーが入り始めている。 

・出張などビジネスでの利用も増えてきている。 

・徐々に予約は増えているものの、GoTo トラベルがあった昨年には及ばない状況。（多数） 

・米沢市のキャンペーンが 10 月初旬に始まったが、すぐに配分枚数に達し終了してしまった。 

・四季旅キャンペーンも元気キャンペーンも完売したため、問い合わせがあっても予約につながらない。 

・平日の入込はまだ少ない。 

・会食、会合がまだ戻らず、忘新年会の予約もほとんどない。 

最上  ５０ ～ ７０％ ４０ ～ ７０％ 

置賜 ４０ ～ ８０％ ３０ ～１００％ 

庄内 ６０ ～ ８０％  ５０ ～ ６０％ 

 

 

業種 
10 月売上実績 

（対例年比） 

11 月入込見込 

（対例年比） 
特記事項 

立寄施設 ５０ ～１００％ ５０ ～１００％ 

他県の緊急事態宣言等解除後の影響 

・延期となっていた教育旅行が 10 月に続々と実施され、コロナ以前と比べても多くの学校生徒の立ち寄りがあった。 

・大阪、名古屋など、遠方からのツアーでの立ち寄りが出始めている。 

・平日は教育旅行、休日は個人客を中心に入込が見られるようになった。 

・宮城、福島、岩手など、県内だけでなく東北各県から教育旅行での立ち寄りが増えている。 

・昨年よりも週末の入込は増えているが、平日は少ない。 

・一般の団体ツアーはまだ少ない。 

・GoTo トラベル地域共通クーポンの利用開始となった昨年１０月と比べると入込は減少している。 

・雪が降ると観光客の動きが鈍るため、早期の GoTo トラベル再開を期待する。 

旅行会社 ５０ ～１３０％ ２０ ～ ７０％ 

他県の緊急事態宣言等解除後の影響 

・バスツアーへの申し込みが増加してきている。 

・航空券、宿泊手配など県外への移動が増加しつつある。 

・この秋は教育旅行を行う学校が多いため、教育旅行を取り扱っている事業者は好調。 

・県内でも沖縄や北海道への旅行が少しずつ出てきている。 

・忘新年会の申し込みはほとんどない。 

・多くても 10 名ほどのグループ旅行がある程度で、団体旅行はまだ少ない。 

交通事業者 ６０ ～ ７０％ 
７０％ 

（バス協会） 

・コロナ感染による予約取り消しが少なくなってきた。（県バス協会） 

・県内の教育旅行と県外からのツアーで満車となる日も出始めた。（県バス協会） 

・９月に比べると人流が増加し、需要が徐々に回復しつつある。（県ハイヤー協会） 

  


